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会 議 記 録

作成部局課名 丸子地域自治センター 地域振興課

開催日 平成24年8月28日(火曜日) 開催時刻 13時30分から14時30分
会議名 丸子地域協議会(平成24年度第6回)
出席委員 斉藤重一郎会長、丸山かず子副会長、池田佐代子委員、内田弘子委員、北村好美委員、

工藤裕子委員、久保田和英委員、齊藤實委員、笹井文雄委員、佐藤重喜委員、清水三枝

委員、竹花和彦委員、竹花節子委員、中澤ゆかる委員、松山慶子委員、宮坂雄一委員、

宮崎涼委員、宮下正明委員、村松正孝委員、山本進委員

市側出席

者

関丸子地域自治センター長、宮澤センター次長兼地域振興課長、芹澤市民生活課長、高

野健康福祉課長、小相沢建設課長、丸山産業観光課長、深井丸子学校給食センター所長

補佐、小林消防課長、大平地域政策担当係長、馬場

会議次第

1 開会（宮澤センター次長）

・配布資料の確認、欠席委員の報告

2 あいさつ（斉藤会長）

8月も終わりに近づいてきましたが、まだまだ暑い日が続いています。委員の皆様には
健康管理に十分注意していただきたいと思います。本日は、協議事項1件を予定しており、
分科会及び研究会の委員を決定したいと思いますので、御審議をよろしくお願いします。

3 協議事項

（1）分科会及び研究会の設置について
（斉藤会長）前回会議において、分散会終了後に全員協議を行い、研究すべき事項を絞り

込んでいただいた。本日は、各研究課題の担当を決定し、さらに各課題についての議論を

深めていただきたい。なお、決定された研究項目は8つだが、限られた人数で全ての項目
について、同じ歩調で研究を進めることは非常に難しいと考えられる。資料の項目の中か

らさらに絞り込む事も視野に入れながら進めたい。

・事務局から資料説明。

・前回の全員協議において、以下の分科会2項目と研究会6項目が決定。
【分科会】

1 わがまち魅力アップ応援事業実施団体の交流と相互連携に関する分科会

2 地域交通（まりんこ号の運行）に関する分科会

【研究会】

1 地域内分権に向けた地域経営会議の研究

2 遊休荒廃農地を考える研究会

3 商店街の活力アップ研究会

4 新しい観光に関する研究会

5 丸子ドドンコの見直しに関する研究会

6 地域の産婦人科医療を考える研究会

・本日は、各委員の意向を確認し、分科会と研究会を立ち上げたい。
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資料1：平成24年度 丸子地域協議会 分科会等担当名簿

主な質疑の内容

（委員）「地域経営会議」の研究会について。この名称であれば、「地域経営会議」に対す

る研究ということでかなり限定されたテーマになると思う。少なくとも私が参加した第 2

分散会では、「地域内分権」について研究する必要があるという声が多かった。できれば「地

域経営会議」ではなく、「地域内分権」ということでテーマを変更していただきたい。

（会長）資料は、「地域内分権に向けた地域経営会議の研究」を省略した形で載せている。

委員の意見としては、「地域内分権」という形で載せてほしいという要望である。私として

は、「地域内分権」を入れることには全く問題ないと考えるが、市の第 4ステージの中で、

「地域経営会議」を設置していくという項目がはっきり挙がっており、できれば前回協議

のまとめのように、「地域内分権に向けた地域経営会議の研究」という形にしていただきた

い。

（委員）字面の問題ではあるのだが、「地域経営会議」をベースに置くと、市で計画してい

る流れの中の「地域経営会議」が研究や勉強の主眼になり、かなり限定されてしまうと思

う。「地域内分権」のあり方は色々あり、上田地域あるいは丸子地域における「地域内分権」

はどうあるべきか、というところから現在の市のことも見ていくという視点も必要なので

はないか。少し広く取っておいた方が勉強の弾力性、フレキシビリティが得られるという

ことで、できれば広い受け取り方のテーマにしていただけるとありがたい。

（会長）「地域経営会議」では、市の方向に沿った研究になってしまうのではないか、もっ

と幅広い「地域内分権」を研究しようという提案である。ほかの委員はどうか。

（委員）おそらく「地域内分権」をやっていく中で、何をテーマにして分科会に上げるか

という形だろうと思う。いずれ絞られてくるということが前提であれば、「地域内分権」と

いう大きな捉え方でも良いのではないか。

（委員）前回の第 2 分散会では、各地域ごとに特色ある「地域内分権」はどのようなこと

がいいのかということで、「地域経営会議」という形になるのか、名称もそういうものにな

るのか、立ち上げ方など、丸子地域上田地域のあり方を考える研究会という話だった。表

題は前回決まった「地域内分権に向けた地域経営会議の研究」であっても幅広く捉え、「地

域内分権」を考えていこうという趣旨をしっかりこの研究会を希望している委員が認識し

合っていれば良いのではないか。

（委員）全体会議の中で、基本的な「地域内分権」そのものからスタートして研究しよう

という統一見解があったということがはっきりしていれば、名称は特にこだわらない。

（会長）「地域内分権」を中心に考えながら検討していくということで、名称としては、「地

域内分権に向けた地域経営会議の研究」の研究会ということを御理解願いたい。

（委員）前回は「公共交通」の専門部会だったが、今回は「地域交通」となっている。前

回の専門部会に引き続いて、名称を「公共交通」というわけにはいかないのか。「まりんこ

号」に関して研究してきたという経過があり、「地域交通」にしてしまうと研究対象が幅広

くなってしまう。前回の引き続きということにしてほしい。

（会長）前回と同じ名称で、ある程度「まりんこ号」に絞り込んだ中で研究していくとい

うことで進めたい。

・各委員の意向確認のうえ、担当委員を以下のとおり決定。
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【わがまち魅力アップ応援事業実施団体の交流と相互連携に関する分科会】

池田委員、久保田委員、齊藤(實)委員、清水委員、松山委員、宮崎委員、村松委員、

山本委員

【公共交通（まりんこ号の運行）に関する分科会】

内田委員、北村委員、工藤委員、笹井委員、佐藤委員、竹花(和)委員、竹花(節)委員、

中澤委員、宮坂委員、宮下委員

【地域内分権に向けた地域経営会議の研究】

内田委員、工藤委員、竹花(和)委員、宮下委員、村松委員、山本委員

【商店街の活力アップ研究会】

久保田委員、齊藤(實)委員、佐藤委員、宮坂委員

【新しい観光に関する研究会】

池田委員、笹井委員、佐藤委員、宮坂委員、宮崎委員、村松委員

【丸子ドドンコの見直しに関する研究会】

北村委員、久保田委員、笹井委員、清水委員、竹花(節)委員、中澤委員、松山委員

【地域の産婦人科医療を考える研究会】

丸山委員、池田委員、内田委員、北村委員、工藤委員、清水委員、中澤委員、

松山委員、宮崎委員

・遊休荒廃農地を考える研究会は、立ち上げないことで決定。

・全体会議終了後に開催日等の調整、会長の選出を行う。

4 その他

（1）次回以降の会議日程について
・第7回丸子地域協議会 平成24年9月27日（木曜日）午後1時30分から
丸子地域自治センター4階 講堂

（2）その他
（副会長）地域協議会だよりにボランティアでアレチウリ駆除をしたという状況が掲載さ

れていたが、アレチウリが密集している小牧線のところの駆除はどうなっているのか。

（市民生活課長）アレチウリ駆除は、そこの地区だけということではなく、全ての丸子地

域の中に現在生えていないところはないという状況の中で、主に各自治会にお願いして活

動いただいているほか、ボランティアの方にも活動いただいている。依田川の両岸、上丸

子から中丸子下流、依田にかけてのところは、行政で委託をして駆除を行っている。小牧

のところも毎年繁茂しているということは確認しているが、なかなか対策がとれない状況

である。予算も限られており、今はリバーフロント事業の関係もあり、依田川内村川合流

点も駆除を行っているが、あの場所は人が住んでいるところではなく、こちらとしても自

治会や地域の方にお願いしにくい状況である。

（副会長）内村川の城山公園のところに、川だけでなく山にもアカシアがたくさん生えて

いる。アカシアが山にまできてしまうのは生態系に関係しないのか。

（市民生活課長）勉強不足で生態系のことまではわかりかねるが、実際に西内の山の中に

かなりのアカシアが入り込んでおり、植林してある中にも生えはじめている。オオキンケ
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イギクについては、他の生態に影響を及ぼすため駆除してくださいということでお願いを

しているが、アカシアについては、そういう情報が入ってきておらず大丈夫とは言えない。

（委員）これから研究会を行っていくうえで、研究したい内容によって行政側から課長ら

にも参加いただき、コメンテーターなりアドバイザーとして一緒に考えていただくという

方向でよいか。

（会長）はい。

（事務局）本日配布した別紙「平成24年度上田市議会報告＆意見交換会実施概要」につい
て。昨年に続き、今年で2回目となる議会の報告会と意見交換会が開催される。丸子地区
は、10月23日の午後7時から丸子文化会館。他地区での参加可能、事前予約の必要もな
い。是非御都合つけて参加いただきたい。

5 閉会 14：30 地域協議会終了後、分科会開催（第2、4会議室）


